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ヒトの足は.直立二足歩行をするため.四居歩
行をするほかの動物とは.構造および機能上非常
に異なった位置にある｡ヒトでは.他の現生霊長
類に比し.足の後方部が著明に発達し.足のアー
チ構造に重要な意義を有していると考えられる｡
今回.我々は.日本人ヒトの塵骨および距骨晒骨
105標本の計測を中心に.犬山市日本モンキーセ
ンター栗栖研究所おj:び京都大学霊長類研究所々
有のMacacafuscata40倍本.CalthriXJ'acchus
20標本の疏什および距竹岡付をMartinの計測法
に準じ.一部計測部位を附加し.その形憾学的特
徴を数虫的に分析せんとした｡
測定器具は.1/20mまでの7.1虻を有する工業
用ノギスを用い.測定部位は.長軸.幅.花.関
節面.偏倍角.捻転角とし.孤灯では16ヶ所.距
骨では18ヶ所計測した｡また.各標本の形儒学的
特徴を客観的に把握するために.示放式を用いた｡
鉦付は.前方と後方部分に分け.水平.垂田.
矢状の3方向別々に分析した｡結料は.ヒトと現
生詔長柄を比較した似合.水平方向へは.体長示
数から.前方および後方部分共大きくなっており
特に.座骨隆起部の発達が著明であった｡垂直方
向へは.長高示教から.前方および後方部分共.
同程度に大きくなっており.特に.後下方への発
達が著明であった｡矢状方向へは,長幅示教から
前方部分に比し後方部分の占める割合が高くなる
傾向にあった｡また.関節面については.個体差
が大きいことを考慮しても差が認められなかった｡
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